
重点目標

中間評価 最終評価

学ぶ楽しさを
感じる子の育
成

授業研究、教材研究により、
「分かった」「おもしろい」
「楽しい」という児童の声が
聞こえる授業づくりと前学年
までの復習の取組を行う。

児童へのアンケート
「勉強ができるように努力している」に
肯定的に回答した児童の割合
　８０％以上：Ａ
　７０％以上：Ｂ
　７０％未満：Ｃ

A A

各学年の内容をしっかりと身
に付けられるようにすること
と、新たに学習することと以
前に学習したことを結びつけ
ることを意識した授業づくり
を行う。

昨年度の達成状況がＢだった
ものが、Ａになったのが素晴
らしい。小さな成功を積み重
ねることが良い結果につな
がっている。

基礎学力の定
着

朝学習の時間を中心に、東京
ベーシック・ドリルを計画的
に実施することで、既習事項
の見直しをする。

東京ベーシック・ドリル（算数診断シー
ト）の結果　習得の割合[平均正答率]
　７０％以上：Ａ
　６０％以上：Ｂ
　６０％未満：Ｃ

B B

３，４年生は時間講師による
習熟度別学習を実施すること
ができている。既習事項との
結びつきを丁寧に扱うように
する。

一律の課題や反復練習だけで
は学習内容を習得しづらい児
童もいるので、学習方法を工
夫していく必要がある。

読書活動に対
する意欲の向
上

読書活動の充実を図る。
（朝読書・読み聞かせ・読書
旬間・おすすめの本の紹介・
お話会）

児童へのアンケート
「読書が好き」と回答した児童の割合
　９０％以上：Ａ
　７０％以上：Ｂ
　７０％未満：Ｃ

B
引き続き、読書旬間などの読
書活動の充実を図り、読書へ
の意欲向上のきっかけになる
ようにする。

ただ、読書の押し付けになら
ないように、読書のよさや本
質をしっかり伝えていく必要
がある。

特
別
支
援
教

育
の
充
実

どの子も自分
らしく(その子
らしく)いられ
る環境整備

学校生活満足度調査の結果の
活用により、児童理解を深
め、学校・学級への安心感を
高める。

児童へのアンケート「クラスは明るく楽
しいですか」に肯定的な回答の割合
　８５％以上：Ａ
　７５％以上：Ｂ
　７５％未満：Ｃ

A A
どの学年にも一定数の不安を
感じている児童がいることか
ら、その児童への対応を充実
させていく必要がある。

いろいろな良さを認める経験
が少なく、ちょっとしたこと
で相手を憎むようになってし
まうことがあるのではない
か、心配である。

いじめの未然
防止・早期解
決

人権尊重の理念に基づき、道
徳授業の充実に努め、集団の
中での温かな人間関係の構築
を図る。

ふれあい月間の児童への調査結果
（いじめが疑われる児童への対応）
　軽微ないじめの件数が減少：Ａ
　軽微ないじめの件数が同じ：Ｂ
　軽微ないじめの件数が増加：Ｃ

A
児童や保護者からの相談に迅
速に組織的に対応できている
ので、引き続き、組織的な対
応ができるようにしていく。

つらいことがあったときに、
周りが取り除くだけでなく、
自分で回避して乗り越える方
法を身に付けられるようにな
るとよい。

協調性や社会
性の育成

構成的エンカウンターの実施
により、互いの良さや成長を
認め合う活動の充実を図る。

児童へのアンケート「クラスはみんなで
協力している」に肯定的な回答の割合
　８０％以上：Ａ
　７０％以上：Ｂ
　７０％未満：Ｃ

A A
構成的エンカウンターを引き
続き、取り入れていくことで
協調性や社会性の育成を目指
していく。

表面上、うまくいっているよ
うに見えても、心の底にため
てしまう児童もいるので、引
き続き取り組んでいくことが
重要である。

体
育
・
健
康

教
育
の
充
実

健やかな心と
体の育成

体育的行事や体育の授業を通
じて、心身の健康の保持増進
を図る。

体力調査結果
（東京都と本校の体力合計点の比較）
　都の合計点を上回った：Ａ
　都の合計点と同等：Ｂ
　都の合計点を下回った：Ｃ

C
体つくり運動の領域の授業の
充実を図り、体をスムーズに
動かせる児童を増やせるよう
にする。

柔軟性に課題がある点がとて
も気になる。けがにつながり
やすいので、重点的に取り組
んでほしい。

キ
ャ

リ
ア
教

育
の
推
進

自己肯定感の
向上

キャリアパスポートを活用
し、自分の成長を実感し、自
分の得意を見付け、友達の得
意も認められる関係の構築を
図る。

児童へのアンケート
「クラスの人から認められることがあ
る」に肯定的に回答した児童の割合
　７０％以上：Ａ
　６０％以上：Ｂ
　６０％未満：Ｃ

B B
低学年の頃から友達の良さを
伝える活動を様々な機会に取
り入れていく。

先生の第一声がモデルにな
る。肯定的な言葉が多いと子
供たちも周りの良さを見つけ
るようになっていく。

【６月66.3　11月68.6】自分の得意な
ことを見付けることはできているが、
友達の良さを見付け、伝えることがま
だ不十分であると考えられる。

達成状況の指標　Ａ：１００％～９０％　　Ｂ：８９．９％～７０％　　Ｃ：６９．９％～０％

な
か
よ
く
助
け
合
う
子

【６月91.9　11月92.3】どの学年も９
０％近くの児童が肯定的な回答をして
いる。学級経営や児童同士の関係が良
好であることが考えられる。

居
心
地
の
よ
い
居
場
所

の
あ
る
温
か
い
学
校
・

学
級

【６月７７件、１１月１３７件】７月
から１１月で６０件と減少している。
ほとんどの案件が解消しており、引き
続き早期解決を目指していく。

【６月89.9　11月90.3】６月のアン
ケートが肯定的な回答の割合が低かっ
た学年も、構成的エンカウンターなど
を計画的に取り入れることでその割合
が高くなってきた。

元
気
で
た
く
ま
し
い
子

体力調査の種目によってバラツキはあ
るが、すべての学年で長座体前屈は都
平均を下回っており、柔軟性に特に課
題がある。

よ
く
考
え
る
子

児
童
の
基
礎
的
・
基
本
的
学
力
の
定

着
【６月87.6　11月88.5】学年が上がる
につれて肯定的に回答する児童の割合
は下がっており、高学年では８０％を
下回っている。前学年までの内容の定
着が不十分であることが考えられる。

【７月６４％　12月６１％】９月から
３年生以上の少人数担当が休職とな
り、習熟度別学習が実施できなくな
り、既習事項の定着が不十分になって
しまった。
【７３％】図書室にも定期的に新刊が
入り、児童の読書への興味は高い傾向
がある。一方で、読書の傾向が偏って
いたり、読書があまり好きでない児童
がいる。
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